
問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８ 問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

～ 日常の活動で骨を強くする ～
　日常の活動でも骨を強くすることができます。掃除
は散歩と同じくらいの運動量があり、立っていること
は座っていることよりも骨に負荷がかかり、骨は強く
なります。日常の活動をしっかりと行い、続ける事が、
強い骨を作っていく運動になります。

日常の活動例
　調理、買い物、床掃除、洗濯物干し、階段の昇り降り、
草取り、通勤・通学など、日々の生活で必要な動作
　和式の生活（布団に寝る、座布団を使っての立ち座
り）は、自然と骨に負荷がかかり強い骨を作っています。
洋式の生活では、体への負担が少ない反面、骨への
負荷も少なくなっています。筋力やバランス能力を鍛
える点では和式の生活が良いのかもしれません。
 しかし、膝関節や股関節に負担がかかることで痛みが
ある場合などは無理しないことが大切です。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216

し
て
も
、
免
疫
機
能
に
よ
り
排
除
さ
れ

ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
排
除
さ
れ
ず
に

長
期
間
感
染
が
続
く
場
合
が
あ
り
、
が

ん
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
の
入
口
付
近
に
発
生
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
婦
人
科
の
診
察
で
観
察

や
検
査
し
や
す
く
、
発
見
さ
れ
や
す
い

が
ん
で
す
。
ま
た
、
早
期
に
発
見
す
れ

ば
比
較
的
治
療
し
や
す
く
予
後
の
良
い

が
ん
で
す
が
、
進
行
す
る
と
治
療
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
が
極
め
て

重
要
で
す
。

　
予
防
に
つ
い
て

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で
感
染
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
よ
っ
て

前
が
ん
病
変
を
早
期
発
見
・
治
療
す
る

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん
全
体
の

50
～
70%

の
原
因
と
さ
れ
る
2
種
類

の
ウ
イ
ル
ス
（
16
型
と
18
型
）
の
持
続

感
染
な
ど
の
予
防
効
果
を
持
ち
ま
す
。

定
期
接
種
対
象
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

現
在
、
定
期
接
種
と
し
て
使
用
で
き

る
ワ
ク
チ
ン
は
、
２
種
類
で
す
。
い
ず

れ
も
、
3
回
の
接
種
が
必
要
で
、
1
回

目
に
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
2
、
3
回

目
も
接
種
し
ま
す
。

○
対
象
ワ
ク
チ
ン

・
2
価
（
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス®

）　　

・
4
価
（
ガ
ー
ダ
シ
ル®

）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
勧
奨
再
開

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
25
年
4

月
に
小
学
校
6
年
生
～
高
校
1
年
生
相

当
を
対
象
に
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た

が
、
接
種
後
に
「
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果

関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な
疼
痛

の
発
生
頻
度
等
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、

国
民
に
適
切
な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま

で
の
間
、
定
期
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
さ
れ
、
平
成
25

年
6
月
に
「
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控

え
」
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
で
積
極
的
勧
奨
の
再
開

に
向
け
て
審
議
さ
れ
、
最
新
の
知
見
を

踏
ま
え
、
改
め
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
に
つ
い
て
特
段
の
懸
念
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
接
種
に

よ
る
有
効
性
が
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
明

ら
か
に
上
回
る
と
し
て
、
令
和
4
年
4

月
よ
り
積
極
的
勧
奨
の
再
開
が
決
定
し

ま
し
た
。　

子
宮
頸
が
ん
の
概
要

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
入
口
の
子
宮

頸
部
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
発
生
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
が
発
生
す
る
原
因
は
、
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス(

Ｈ
Ｐ
Ｖ)

に
持
続
的
に
感
染
す
る
こ
と
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
に
よ
り
感
染
し
、

多
く
の
女
性
が
一
生
に
一
度
は
感
染
す

る
と
言
わ
れ
る
、
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル

ス
で
す
。
通
常
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
の

差
し
控
え
に
よ
り
、
接
種
機
会
を
逃
し

た
人
に
対
し
、
公
平
な
接
種
機
会
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
特
例
と
し
て
、
令

和
4
年
度
よ
り
定
期
接
種
の
対
象
年
齢

を
超
え
て
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

対
象
者　

平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成

18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
平
成
18
、
19
年
度
生
ま
れ
の
女
子

通
常
の
対
象
年
齢
を
超
え
て
も
、
令

和
7
年
3
月
末
ま
で
接
種
可
能

接
種
期
間　

～
令
和
7
年
3
月
31
日

そ
の
他　

過
去
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
が

あ
り
、
長
期
に
わ
た
り
接
種
を
中
断
し

て
い
た
人
は
、
残
り
の
回
数
の
接
種
を

行
い
ま
す
。

個
別
通
知　

対
象
者
宛
て
に
5
月
に
個

別
通
知(

予
診
票
同
封)

を
行
い
ま
す
。

対
象
以
外
の
人
で
、
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
健
康
推
進
課
窓
口
で
予
診
票

を
発
行
し
ま
す
。

※
発
行
の
際
は
、
母
子
手
帳
が
必
要

個
別
通
知
対
象
者　

令
和
４
年
4
月
１

日
現
在
、
12
歳
・
15
歳
・
17
歳
～
26
歳

の
人

接
種
当
日
の
留
意
事
項

▼
小
学
6
年
生
～
中
学
3
年
生
は
、
保

護
者
同
伴
が
必
須
▼
高
校
1
年
生
～
高

校
3
年
生
は
原
則
保
護
者
同
伴
。
同
伴

で
き
な
い
場
合
は
、「
保
護
者
同
意
書
」

を
当
日
に
持
参
（
保
護
者
同
意
書
は
、

健
康
推
進
課
窓
口
に
設
置
）
▼
当
日
は
、

予
診
票
、
母
子
手
帳
、
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
を
持
参

安全性が確認されるまで積極的勧奨が控えられていた子宮頸がんワクチン（以下HPVワ
クチン）。これまで、接種機会のなかった人を対象としたキャッチアップ接種が決定しまし
た。今回は、ＨＰＶワクチンについてお知らせします。

あなたに寄り添う国民年金 がんを予防するワクチン接種を

3月の3歳児健診で虫歯のなかった人を紹介しま
す！（敬称略）※行政区は検診日時点

梅
うめ

田
だ

和
かず

弥
や

（野間口）
古

こ

閑
が

　光
ひかる

（野間口）
堤
つつみ

　虹
に

心
こ

（辻）
西
にし

村
むら

心
ここ

花
な

（東原）
渕
ふち

上
がみ

侑
ゆう

我
が

（中西寺）
本
ほん

多
だ

さくら（中西寺）
後

ご

藤
とう

　凪
なぎと

（上出田）
西
にし

岡
おか

紘
ひろ

斗
と

（上赤星）
門
もん

田
だ

望
のぞ

叶
み

（上赤星）
中
なが

林
ばやし

　瞳
ひとみ

（植古閑）
秋
あき

岡
おか

　豊
ゆたか

（山崎）
上
うえ

野
の

稜
りょ

央
お

（内島）
髙
たか

本
もと

知
ち

花
か

（下水次）
野

の

中
なか

悠
ゆう

翔
と

（七城田中）

福
ふく

島
しま

明
あか

音
ね

（高田）
平
ひら

山
やま

陽
ひ

茉
ま

莉
り

（新古閑）
園
その

田
だ

竹
たく

麻
ま

（大尺）
谷
たに

田
だ

悠
はる

馬
ま

（湯舟）
松
まつ

岡
おか

咲
さ

都
と

（片川瀬）
三

み

池
いけ

汐
しお

里
り

（高永）
井
いの

口
くち

翔
しょう

惺
せい

（桜山六）
今
いま

村
むら

陸
りく

人
と

（桜山二）
中
なか

山
やま

綺
き

心
し

（朝日団地）
樋

ひ

口
ぐち

瑛
えい

人
と

（桜山一）
古
ふる

市
いち

　侑
たすく

（田島二）
右
みぎ

田
た

彩
さ

姫
き

（辰頭西団地）
山
やま

田
だ

　陵
りょう

（桜山三）
三

み

池
いけ

　陽
ひかり

（朝日団地）

むし歯を予防するためには　❶むし歯菌を減らすため
の毎日の仕上げ磨き ❷甘いものを減らしたおやつの工
夫 ❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

3歳児健診時「むし歯なし」の子

「
産
前
産
後
免
除
制
度
」を

ご
存
じ
で
す
か

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
4
カ
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
3
カ
月

前
か
ら
6
カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対　

象　

　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
出
産

日
が
平
成
31
年
2
月
1
日
以
降
の
人
。

届
出
時
期　

　

出
産
予
定
日
の
6
カ
月
前
か
ら
届
出

可
能
で
す
。

産
前
産
後
期
間
の
取
り
扱
い

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た

期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と

し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

届
出
先　

　

保
険
年
金
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課

添
付
書
類

● 

出
産
前
に
届
出
を
す
る
場
合
：
母
子

健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
が
分
か

る
も
の

● 

出
産
後
に
届
出
を
す
る
場
合
：
被
保

険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
出

生
証
明
書
な
ど
出
産
日
と
親
子
関
係

が
分
か
る
も
の

【
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内「
2
を
押
し
て
2
」

国
民
年
金
保
険
料
の

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
が
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

が
い
を
負
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
を
確
保
で
き
ま
す
。

対　

象

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
学
生
な
ど
で
、
学
生
納
付
特
例

を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
の
所

得
が
基
準
以
下
の
人
ま
た
は
失
業
な
ど

の
理
由
が
あ
る
人
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
・
請
求
手
続
き
に
は

「
予
約
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

予
約
の
際
は
基
礎
年
金
番
号
が
分
か

る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
年
金
事
務
所
（
予
約
専
用
）

　

☎
０
５
７
０（
05
）４
８
９
０

■
熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
1
を
押
し
て
2
」

■
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
熊
本　

　

☎
０
９
６（
２
０
６
）２
４
４
４　

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

～ 献血にご協力ください ～

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カード
を持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。
ＨＩＶ検査目的の献血はお断りしています
　ＨＩＶ検査は菊池保健所（☎０９６８（25）４１３８）で行っ
てください。無料・匿名で検査を受けることができます。
問健康推進課健康推進係　☎0968（25）7219

●５月17日㈫　県北広域本部
　午前9時～11時45分
●５月27日㈮　市役所正面玄関
　午前9時30分～11時、午後０時15分～４時　
●５月30日㈪　県北広域本部
　午前9時30分～11時30分、午後０時45分～4時

内 容 ４００ml献血

健康
ポイント
対象

13 122022 May広報きくち2022 May広報きくち


